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農業・農村の現場では、働き手の不足や農業従事者の高齢化などにより、農業労働力の減少や耕

作放棄地の増加が課題となっています。 

一方、障害のある人は、働きたくても働く場所が見つからず、働いても賃金や工賃が低い状況に

あります。 

こうした課題を抱える双方の分野が連携を図ることで、農業・農村に活気が生まれ、障害のある

人が働きながらいきいきと暮らしていける地域づくりに向けて、関係者が協力し合う『農福連携』

を進めていこうと、滋賀県では平成 29 年度から農福連携推進事業を始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滋賀県の農福連携推進事業 

農業分野での障害者就労を目指して、ホップ！ステップ！ジャンプ！ 

農福連携を取り組むにあたって、農業者側には障害の特性などを理解して 

もらい、福祉側には農作業の特殊性などを十分に理解してもらう必要があります。 

そのため、まずは『ホップ！』として、取組事例の紹介や研修会などの 

普及啓発を実施します。次に『ステップ！』として、農作業の一部を 

障害のある人に実際に行ってもらう農作業の受委託などを 

推進していきます。 

そして、『ジャンプ！（農業分野での障害者就労）』 

に繋げていければと考えています。 



 

取組事例紹介                                

○農  前川農園 × ○福  社会福祉法人虹の会 アイリス 

  

高島市にある前川農園は、家族経営で、米、大豆、野菜を生産している農家です。 

前川農園の代表である前川和博さんは、３年前から農業を始めましたが、それまでは福祉事業所

の経営を考えていたこともあり、農福連携に興味を持っていました。 

そして、昨年８月に県主催の農福連携啓発セミナーに参加したことをきっかけに、滋賀県社会就

労事業振興センター（以下、「振興センター」という。）に農福連携について相談をしました。 

農福連携を進めるにあたって、振興センターが前川農園さんに、同市内にある社会福祉法人虹の

会のアイリスさんを紹介しました。これまで接点がなかった事業所同士でしたが、振興センターが

間に入ったおかげで、今回の農作業受委託を始めることができました。 

現在、アイリスさんでは約４０名の障害のある人が作業をしています。主な作業は、リサイクル

業務、メンテナンス業務（清掃等）およびリネン業務（タオルの折りたたみ）です。農作業につい

ては、施設内にある畑で野菜を栽培していて、そこで収穫したものを系列のレストラン等に販売し

ています。 

今回、前川農園さんがアイリスさんに委託した作業内

容は、大豆畑の草刈り（９～10 月）、小豆の収穫（11 月）

および大豆の選別作業（12 月～１月）です。障害のあ

る人５～６名と指導員１名が前川農園に行って作業に

従事します（大豆の選別は作業所に持ち運んで実施）。

また、１日の作業時間は、概ね午前２時間、午後２時間

です。 

 

（タマネギ畑の草取りの様子） 

 

●前川農園 前川さんの感想 

  農福連携を進めていくためには、障害のある人の能力を引き出し、やり方を工夫すること

で可能性は広がると思います。あとは、農作物の販売や、作業所でつくるお弁当などの材料

に使ってもらうなど、福祉側との様々な連携があれば良いと思います。   

  機械を使わず草刈りをすることは根気のいる大変な仕事ですが、作業をしに来てくださっ

たみなさんが頑張ってくれたおかげでとても助かりました。また、急な依頼に対しても、臨

機応変に対応していただき、期限に遅れることなく作業をしてもらえて感謝しています。農

作業受委託は引き続き今年度も継続していく予定です。 

 



 

●アイリス職員 中川さんの感想 

  今回農作業を請け負ったことにより、利用者さんがこれまでは苦手としていた作業を自発

的にやってみようという気持ちの変化がありました。今後の仕事の幅を広げるという意味で

も良かったと思います。 

  収穫した物が商品になり、それを購入する人がいて自分たちの工賃がもらえるということ

を知ることで、働くことに対する思いがもっと高まるのでは、と期待を寄せています。 

 

農福連携 Ｑ＆Ａ                           
 

草刈りや種まきなど、農作業の一部を手伝ってほしい！ 

どこに相談すればいいの？ 

 

 

農作業の受委託に関しては、マッチング機能という仕組みがあります。 

NPO 法人滋賀県社会就労事業振興センター（草津市）が、農業者と福祉事業所の仲介を行い、

農作業の依頼や相談を受ける役割を果たしています。 

 

 

 

 

 

 

 

（編集後記） 

今回の農福通信第１号の発行にあたって、ご協力いただきました前川農園さん、アイリスさん、あり

がとうございました。今後も農福連携について皆様に知っていただくために様々な事例を紹介していく

予定ですので、よろしくお願いします。(Ｔ) 

 

問い合わせ先一覧                                   

農福連携全般に関すること 滋賀県農政水産部農政課 TEL:077-528-3811 

農業技術に関すること 滋賀県農政水産部農業経営課 TEL:077-528-3845 

施設整備等の補助金に関すること 滋賀県農政水産部農村振興課 TEL:077-528-3962 

障害福祉の制度に関すること 滋賀県健康医療福祉部障害福祉課 TEL:077-528-3542 

障害者雇用に関すること 滋賀県商工観光労働部労働雇用政策課 TEL:077-528-3758 

農作業受委託のマッチングに関すること NPO 法人滋賀県社会就労事業振興センター  TEL:077-566-8266 

 

 


